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新たなウイ ル不惑染症 の出現
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新興 ･ 再興 ウイ ル ス 感染症が国際的に大きな問題にな
っ て い る . 全く新し い ウイ ル ス感染症が突然流行したり ,
また消滅したと思われ て い たウイ ル ス 感染症が再び勢 い
を盛り返 して きて い る . 1 9 97年 の 香港 にお ける トリイ
ン フ ル エ ンザ ウ イ ル ス の ヒ ト へ の 感染, 1 9 98年 の マ レ
∴ シ ア
,
シ ン ガ ポ ー ル における ニ パ ウイ ル ス による脳炎
の流行 , 19 9 9年 の ニ ュ ー ヨ ー ク にお ける西ナイ ル ウ イ
ル ス に よ る脳炎の 流行 な どは記憶 に新 し い と こ ろ であ
る.
こ れ ら の新興ウイ ル ス感染症の中でも , 後天性免疫不
全症(封D S)が , 2 1世紀を迎える にあたり人類の 直面し
て い る最も重要な感染症の 一 つ で ある こ とは異論の な い
と こ ろ で あろう . 世界保健機構(W HO) と国連 エ イズ計
画(U N AID S) の報告によると , 世界 の HIV感染者は,
累計 で 5 0 0万人を突破 し , こ のうち既に160 0万人が
AID Sで 死亡 したと推定され て い る . 昨年 一 年間だけで
560万人 の ヒ トが新た に HIVに感染 し, 2 60万 人の ヒ ト
がAIDSで亡くな っ て い る . AI DSの 世界的流行は , さ し
迫っ た人類の 危機と い っ ても過言で はな い .
こ の ような新し い ウ イ ル ス は どこ からや っ て来る の だ
ろうか . こ れ らの 多くは, 未開の 山野が ヒ トの手によ っ
て開発され始め たため , 野生 の 動物と ヒ トと の接触が契
機とな っ て , 動物の 間だけ で 維持され て い たウイ ル ス が
ヒ トの 世界に 入り込ん で しま っ たも の と考えられ て い
る
. 人類は動物界の 一 員 に過ぎな い と思えば , 他 の種類
の動物から , こ れま で我 々 の 知らなか っ た ウイ ル ス がや
っ て来る の は自然の流 れなの かもしれ な い . ウ イ ル ス に
と っ て は 人間が こ の 世界で特別な存在で はありえな い .
おそ らく2 1世紀にも新し い ウ イ ル ス が次 々 と現れ て く
る の で あろう .
最近 , AID Sの原因ウイ ル ス である ヒ ト免疫不全ウイ
ル ス (H I V) の 起源がサ ル 類 の も つ 免疫不全ウ イ ル ス
(SIⅥ で ある ことが 明らか にな っ て きた . SI Vはサ ル 類
には病原性を示さな い が , ヒ ト へ の 種間感染を通して ,
新し い 宿主で AI DS発症と いう病原性を獲得 したもの と
思われる . こ のようなSⅣ の サ ル 類か ら ヒ ト へ の 種間感
染は, 今ま で に少なくとも7回起 こ っ た と考えられて い
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る . ア フ リ カ で は20種類以上 の サ ル類が異なるSIV に
感染して い る こ とが明らか にな っ て い る . ま た中央ア フ
リ カ で は広くサ ル食と い う習慣が行われ て い る こ とを考
慮すると , ヒ ト は現在で もS Ⅳ に暴露され続けて い ると
考えられる. し たが っ て , 今後新たなH Ⅳ が出現する可
能性は十分にあると考えられる . こ の よう に HⅣ の起源,
起源地, そ して そ の 種間感染ル ー トが ほぼ明らか にな っ
た現在, 流行して い るHI V l/-2 の流行阻止に努力を払う
だけで なく , 新たなH Ⅳ出現の 阻止をも真剣に考える べ
き時期に来て い る の で はな い かと思う .
よく知られ て い るよう に, ウ イ ル ス はそ の遺伝物資
(遺伝子)とし て D N A かR N Aをも っ て い る . R N A型の ウ
イ ル ス は進化 (変異) の速度が速 い こ とがよく知られ て
い る . ウ イ ル スも進化を続け, そ の性質を変えて い る の
である . そ の 中で 攻撃する宿主 (動物の 種類) を変えて
いく の で ある . H Ⅳ,マ ー ル ブ ル ダウ イ ル ス , エ ボ ラ ウイ
ル ス , イ ン フ ル エ ンザ ウイ ル ス , ヘ ン ドラ ウ イ ル ス , ニ
パ ウ イ ル ス な どの 新興ウイル ス は , す べ て RN A型ウイ
ル ス に属して い る こ と にあらため て気付く.
人間の世界に住み着い て い る ウイ ル ス とは異なり , サ
ル
, ウ マ , トリ , ブ タ な どの , 動物の 世界よりや っ て来
る ウ イ ル ス は , 予期 できな い こ とが多く不気味である .
ウ マ より来た へ ン ドラ ウ イ ル ス や , ブ タ より来た ニ パ ウ
イ ル ス , ニ ワ トリより来たトリイ ン フ ル エ ン ザ ウイ ル ス
は, ヒ トから ヒト ヘ と は広がらなか っ たの に対し, サ ル
の 世界より入 っ て きた エ ボ ラ ウ イ ル ス , マ ー ル ブ ル ダ ウ
イ ル ス , さ ら に Ⅲ Ⅳ などの ウ イ ル ス は,
一 度 ヒ ト の世界
に入ると , ヒ ト から ヒ ト へ う つ り, 広がりをみせ る . サ
ル類をア フ リ カ より輸入する こ とを禁止したと いう こと
は, よく理解できる措置である .
競走馬の 飼育, 食用動物(ブタや ニ ワ トリ)の 集中飼育
な どの人間が作り出した環境の 中で , 新 し い 病気が起こ
っ てくると いう ことは , 今後も人間が ライ フ ス タ イ ル や
環境を変化させる行動に出る際の教訓とも い える .
今後は, こう した新たな ウイ ル ス 感染症の出現に対し
て
, 世界的な規模で 国際的な協力の もと に, 有効な対策
を進めて い く ことが重要と考える .
